



























































惺窩の学風は、純粋な朱子学とはかけ離れていた。既に指摘されているように、惺窩 学問は朱子学だけでなく陽明学も受け入れ おり、さら 儒仏道三教 統合を主張した明末の異端的思想家であった林兆恩 影響も大きかったとも言われる
（７）
。したがって惺窩は退渓の著書や思
想についてある程度理解していたし そ 影響を受けことは確かであるが、その範囲は限定的であった いわざるを得ない。　
以上の文脈から考えれば、惺窩から朱子学を伝授され




































れた通りである。退渓の学問は朱子の思想を徹底的に祖述する一方、内省的省察を通じて個人の修養に結びつけることによって窮極的に日常 生活に適用しようとしたのである。そして当時の他の日本儒 者には見られない闇斎の思想は個人の修養と厳格な行動規範を重視 たのである。その点におい 二人 間 影響関係は最初か必然的であったといえ だろう。　
闇斎は羅山と同じように、朱子学の一尊主義からさら























































は、朱子から習う行為、すなわち古典を読むという行為自体の可能性を退渓の自らの実践を通じて見せてくれたことに他ならない。要するに闇斎が 学び、朱子思想の真義に達するためには文献の精読と深 内面的理解という接近法が最も有効であった いう事実 退渓 著作を通してはじめて知ることにな たのである。したがって闇斎の学問的活動が主に退渓から習った方法論援用し、朱子の膨大な著作や語録を読み、主題と課題別に精選・整理し、嘉点と称される訓点 付け刊 することは然るべきことであっただろう。　
したがって闇斎が退渓を絶賛した例としてよく引用さ





の形成に大きな影響を及ぼしたとしても二人の思想の展開方式には相当な異質性 存在していたのである。例えば闇斎朱子学の核心 あるといわれる敬に関する理解においても退渓のそれとは相当な差異が られる。　
朱子学でいう敬について簡単に述べると、主体が外部







考法を追求したが、闇斎は逆に外側の世界に向かって発散していく遠心的な思惟を志向したといえる。言い換えれば敬を守る目的が一身に揃えている五倫を明らかにするためであるという闇斎の主張に示されているように、退渓が主張した内面に向けて存在の内的構造を自覚すために使わ た の勉強内容 、闇斎 おいては他人との関係に表れる倫理の構造 明らかにするためへと変わっていること 分かる。　
以上のように二人の思考法の隔たりを示すもう一つの








































































を議論し、古今を推し量 人物として評価された当時代表的な朱子学者であった三宅観瀾も退渓の 問的偉大性について惜 みなく賞賛の論調で述べている。
「その後、遼東の東方に李退渓がいた。退渓はひたすら朱氏を崇めたてていた。かつて私は彼の著書一・二冊を読んだことがある それによると四端七情を分弁して、さらに拡充、抑制する方法が一層明確になった。また自ら仁の実行を教え、自己の克服や治める功力を体認することがより切実になった。そして性命の微言や章句の序論 奥深く、精密で自分の学問を自慢することなく、拙速で行うこともい。さらに素直に達する望みを窮究して、や て卑近なところに進んだことはあっても ぐ本道に戻
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とする試みは、最初の意図に比してそれほど成果をあげたとは言い難い。それは日本の儒学者たちの朝鮮朱子学についての広博な知識とは対照的 、朝鮮の儒学者たちは闇斎をはじめ日本の朱子学について 知識は殆どなかったからである。観瀾の論争相手として参加し 朝鮮通信使の書記であった厳漢重の談話 、当時日本朱子学の状況について全く無知であった朝鮮側の状況を垣間見ることができる。




































向へと発展することになり、反形而上学的な傾向の日本朱子学はやがて朱子学を批判し、古学に戻ろうという古学派運動が出現する主な背景として作用し のであ以上の文脈からみると反 といわれる日本の古は、表面的には朱子学を批判した も裏面的には日本朱子学 もう一つの姿であったの る。今後日本朱子学の裏面を改めて吟味する必要 あるのではないだろうか。注（１）
  李滉、 『退溪集』 、巻六、七︲ａ、 「甲辰乞勿絶倭使疏」 （ソウル：民族文化推進會、一九九〇、影印本） 、頁一六九。
（
2）  安炳周、 「退溪の日本觀とその展開」 、 『退溪學報』 （ソウル、退溪學研究院、一九八二）第三六輯
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7）  成海俊、 「日本朱子學 傳來と受容」 、 『南冥學研究』 （晋州：慶尙大學校
  南冥學研究所、二〇〇三） 、第十五輯。
（
8）  例えば、当時朝鮮に伝来された書籍としては權近の 入學圖說』が一六三三年、退溪の『聖學十圖』が一六五五年 朱子書節要』が一六五六年、 『自省録』が一六五九年、 『心經附註』が一六四七年、 『延平問答』が一六四七年、 『朱子行狀』が一六六五年、 『夙興夜寐箴』 が一六六六年に出版されている。
また、李珥の『擊蒙要訣』も一六五八年に飜刻・出版された。
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27）  李慧淳、 『朝鮮通信使の文學』 （ソウル：梨花女子大學出版部、一九九六） 、頁一七三︲ 八一。
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29）  原念齋、 『先哲叢談』 （東京：平凡社、一九九四） 、頁二六八︲二七五参照。
（
30）  三宅觀瀾


















































33）  李基東、 「退溪學と日本の朱子學」 、 『韓国思想史學』 （ソウル：韓国思想史學會、一九九五）第七輯。
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